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通信
エス・バード S-BIRDは、SouthShinshu（南信州）, Shinshu（信州）, Breakthrough（躍進）, 
Innovation（革新）, Research&Development（研究開発）の頭文字が由来です。

最近のエス・バードの出来事＆話題を一挙紹介！

裏面あり

エス・バードは、早いもので開所から３年となりました。第13号では、エス・バー
ドの近況や最近のエス・バードの出来事＆話題をご紹介します。

★導入機器一覧★

飯田工業技術試験研究所は、エス・バード内の南信州・飯田産業センターに併設され、
地元企業などの技術的な課題解決を支援しています。平成28年度以降は、航空機産業支
援にも⼒を⼊れ、国、県や全国の装備品メーカーなど関係機関の協⼒により、５台の国
内でも有数な環境試験設備を導⼊してきました。

①着氷試験装置 ②防爆試験装置 ③燃焼試験装置 ④⾼速温度変化試験装置 ⑤⾼周波振動試験装置

昨年度からは更なる試験所体制の強化を目指し、大手航空機装備品メーカーより部門
⻑をお招きし、試験所認定の取得などに取り組みました。

この度、令和４年４⽉２５⽇付で国際規格であるISO/IEC17025:2017試験所認定を
認定機関（※PJLA）より正式取得しました。

認定マーク
環境試験部門⻑ ⾼橋教雄氏

住友精密工業㈱技師⻑、住友精密工業㈱
より部分出向

認定書（英文） 認定書（和文）

※PJLA︓ペリージョンソンラボラトリーアクレディテーションインク（米国）
米国、メキシコ、イタリア、英国、⽇本で試験所等認定している海外ビジネスに強い
グローバルな認定機関、650社以上の認定実績があります。

飯田工業技術試験研究所が
ISO/IEC17025試験所認定(国際規格)を取得しました。

次世代空モビリティ社会の到来です。その要
が社会実装にむけた安全・性能検証です。技
術能力に加え品質管理にも力を入れ、海外
受託試験所と遜色のない受託試験サービス
ができることを目指し、南信州地域から次世
代空モビリティ開発に参画できるよう地域の
産業革命を積極的に支援します。
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エス・バードのご利用について
エス・バードでは、みなさまに感染症対策を徹底してい

ただいたうえで、会議室やコワーキングスペース等の施設
をご利用いただいています。アクリルパーテーション
（200円/1枚）の貸し出しもしておりますので、お気軽に
どうぞ。詳細は、ホームページにてご確認ください。

エス・バード 検索

信州大学南信州・サテライトキャンパス
ランドスケープ・プランニング共同研究講座の開講準備進む。

TOPICS 2

■試験所認定を取得したことのメリット
①飯田工業技術試験研究所が発⾏する試験報告書が世界的に認められます。試験報告書

に認定マーク（第三者のお墨付き）が付けられることにより、試験結果が正しいこと
や信頼性が確保されます。

②飯田工業技術試験研究所が認知され、欧米に⾏かないと出来なかった試験が殆ど国内で実
施できるようになります。また、研究所の技術⼒が向上し、お客様からの信頼性獲得につ
ながります。

■地域産業への波及効果
認定取得した環境試験が、今後の市場拡大が期待されている次世代の新しいヒト・モノ
の移動手段として考えられているドローンや空飛ぶクルマ等の試験に応用できる可能性
があります。また、航空機以外の分野で防爆・着氷などの要求のある製品の試験等も⾏う
ことができます。

ランドスケープ・プランニング共同研究講座とは？

地域の自然や環境が持つ潜在力・制限等を分析しながら、総合的に魅力的な空
間設計を行い、提案できる人材(※アーキテクト)を育成する2年間の大学院です。

ランドスケープ・プランニング共同研究講座は、令和5年4⽉からエス・バードで開講予定
です。講座の開設期間は令和5年度から令和９年度までの5年間となっています。

（講座概要は下図をご覧ください）

■想定される活躍の場

・ランドスケープデザイン事務所
・ゼネコン、建設企業・土木コンサル
・不動産ディベロッパー
・都市計画コンサル
・官公庁（国交省、環境省、農水省、林野庁）
・地方公共団体（土木系、都市計画系）
・観光事業者・農業法人 等

(講座概要)
講座で学んだ人材が、様々な立場で人の営
みとマッチしたデザインを提案・実現する
ことで多くの人が「住んでみたいまちづく
り・地域づくり」を進める。
地域内のフィールドを研究の場とし、地域
との関りを深めることで、すべての地域住
⺠が⾼い意識を持ち、景観に配慮した地域
づくりを行う、魅力的で居心地の良い空間
や地域への誇りと愛着のあるデザイナーを
育成する。

講座で学ぶ学生の定員は１学年3名、5年間で15名が修了し、様々な分野で活躍するこ
とが期待されています。講座を担当する教員は、⻑岡造形大学を退官し、信州大学の特
任教授となられた⼩川総⼀郎先生です。世界的に通用する※アーキテクトを育てること
に意欲を燃やしています。
「ランドスケープ・プランニングって何だろう︖」と、さらに関心を持たれた方は、ぜ
ひ⼀度、南信州・飯田産業センターにお問い合わせください。
※アーキテクト:⼀部の業務だけでなく、全体像を意識して仕事をする建築⼠、建築家、設計⼠等


